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(57)【要約】
【課題】表示面の周縁部を覆う枠体を狭幅にすることが
できる表示装置、テレビ受像装置を提供する。
【解決手段】前側に表示面１ａを有し、表示面１ａを立
面とする略直方体をなす表示部１及び表示面１ａの周縁
部を覆う枠体２を備え、表示部１には、枠体２と対向す
る面に係止凹部１８を設け、枠体２には、表示面１ａと
対向する側の面から後方へ突出して係止凹部１８に挿入
係止される係止凸部２２を設け、係止凸部２２が係止凹
部１８に挿入された状態で枠体２の自重により該枠体２
が下方へ変位し、表示部１に結合されるようにした。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一部に表示面を有する表示部及び前記表示面の周縁部を覆う枠体を備える表示装置にお
いて、前記表示部は、前記枠体と対向する面に係止凹部を有し、前記枠体は、前記表示面
と対向する側の面から突出して前記係止凹部に係止される係止凸部を有することを特徴と
する表示装置。
【請求項２】
　前記表示部は、表示面を有する表示パネル及び該表示パネルの周縁部を保持し、且つそ
の内外周縁間に前記係止凹部を有する保持枠体を備える請求項１記載の表示装置。
【請求項３】
　前記係止凹部は、前記係止凸部が挿入される口部及び挿入された係止凸部を前記表示面
に沿う方向へ変位させるための変位部を有する請求項１又は２記載の表示装置。
【請求項４】
　前記表示部は前記表示面を立面とする略直方体をなし、前記枠体は矩形をなし、該枠体
の少なくとも一辺部分は、押出し成形されたアルミニウム製であり、該一辺部分に、前記
表示部の前記枠体に対する位置を決めるための位置決め凸部及び該位置決め凸部に対応す
る位置決め凹部の一方を設けてあり、前記表示部は前記位置決め凸部及び位置決め凹部の
他方を設けてある請求項１から３のいずれか一つに記載の表示装置。
【請求項５】
　前記表示部は前記表示面を立面とする略直方体をなし、前記係止凹部及び係止凸部は周
方向へ離隔した複数の位置に配してあり、前記枠体は下方への変位を可能としてある請求
項３記載の表示装置。
【請求項６】
　前記係止凸部は、可撓性を有する請求項１又は２記載の表示装置。
【請求項７】
　テレビ放送信号を受信する受信部を備え、該受信部がテレビ放送信号を受信して前記表
示面にテレビ画像を表示する請求項１から６のいずれか一つに記載の表示装置を含むこと
を特徴とするテレビ受像装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は表示部の一部に表示面を有する表示装置、該表示装置を含むテレビ受像装置に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶のテレビ受像装置等の薄型と称される表示装置は、画像を表示する表示面を表側に
有し略直方体をなす表示パネル、該表示パネルの周縁部を保持する保持枠体、前記表示パ
ネルの裏側に配され、表示パネルに光を照射する光源部、該光源部を支持する金属筐体を
有する表示部と、該表示部における表示面の周縁部を覆う枠体とを備える（例えば、特許
文献１参照）。表示面の周縁部を覆う枠体の裏側には、表示部の周縁よりも外側に配され
る複数の係止爪が突設され、該係止爪が係合する係合部を前記金属筐体の周縁部に設けて
あり、該金属筐体に光源部、表示部が組み込まれた後、枠体を表示面の周縁部に被せつつ
該枠体の係止爪を金属筐体の係合部に係止することにより枠体が結合される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００３－１９５２６３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
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　ところが、特許文献１のように構成された従来の表示装置が備える枠体は、表示部の周
縁よりも外側に結合用の係止爪が設けられているため、表示部に対する枠体の大きさ、換
言すると枠体の狭幅化が制限され、狭枠体の表示装置が要望されていた。また、表示部に
対して枠体が大形化、ひいては表示装置の全体が大形化し、表示装置の梱包箱も大形化す
ることになり、改善策が要望されていた。
【０００５】
　本発明は斯かる事情に鑑みてなされたものであり、主たる目的は表示面の周縁部を覆う
枠体をより一層狭幅にすることができる表示装置、テレビ受像装置を提供することにある
。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る表示装置は、一部に表示面を有する表示部及び前記表示面の周縁部を覆う
枠体を備える表示装置において、前記表示部は、前記枠体と対向する面に係止凹部を有し
、前記枠体は、前記表示面と対向する側の面から突出して前記係止凹部に係止される係止
凸部を有することを特徴とする。
【０００７】
　この発明にあっては、表示部における表示面の周縁部を覆う枠体と対向する面に係止凹
部が設けられ、枠体に係止凸部が設けられているため、枠体を表示部と同等の大きさに形
成することが可能であり、枠体を狭幅とし、枠体をより一層小形化でき、ひいては表示装
置をより一層小形化できる。また、表示部に対する表示装置全体を小形化できるため、薄
型の表示装置の梱包箱を小形化でき、梱包材料も低減でき、表示装置のコストをより一層
低減できる。
【０００８】
　また、本発明に係る表示装置は、前記表示部は、表示面を有する表示パネル及び該表示
パネルの周縁部を保持し、且つその内外周縁間に前記係止凹部を有する保持枠体を備える
構成とするのが好ましい。
　この発明にあっては、表示パネルの周縁部を保持する保持枠体に係止凹部が設けられ、
表示面の周縁部を覆う枠体が保持枠体に結合されているため、枠体の表示部との結合強度
を高めることができる。
【０００９】
　また、本発明に係る表示装置は、前記係止凹部は、前記係止凸部が挿入される口部及び
挿入された係止凸部を前記表示面に沿う方向へ変位させるための変位部を有する構成とす
るのが好ましい。
　この発明にあっては、係止凸部が係止凹部の口部へ挿入された後、係止凸部を表示面に
沿う方向へ変位させることにより、該係止凸部を係止凹部に係止することができ、枠体を
結合することができるため、枠体の結合作業性を高めることができる。また、枠体を表示
面に沿う方向へ移動させることにより該枠体を取外すことができるため、枠体を取外して
の保守点検を簡易に行うことができる。
【００１０】
　また、本発明に係る表示装置は、前記表示部は前記表示面を立面とする略直方体をなし
、前記枠体は矩形をなし、該枠体の少なくとも一辺部分は、押出し成形されたアルミニウ
ム製であり、該一辺部分に、前記表示部の前記枠体に対する位置を決めるための位置決め
凸部及び該位置決め凸部に対応する位置決め凹部の一方を設けてあり、前記表示部は前記
位置決め凸部及び位置決め凹部の他方を設けてある構成とするのが好ましい。
　この発明にあっては、位置決め凸部及び位置決め凹部を位置合わせして表示部を枠体に
組込むことができるため、表示部の適正位置への組込みを簡易に行うことができる。しか
も、アルミニウム製の辺部分により枠体の剛性を高めることができ、また、アルミニウム
製の辺部分が押出し成形される際に、位置決め凸部又は位置決め凹部と係止凸部とを形成
し得るため、位置決め凸部又は位置決め凹部と係止凸部とを有し、剛性が高い枠体のコス
ト、ひいては表示装置のコストを低減できる。
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【００１１】
　また、本発明に係る表示装置は、前記表示部は前記表示面を立面とする略直方体をなし
、前記係止凹部及び係止凸部は周方向へ離隔した複数の位置に配してあり、前記枠体は下
方への変位を可能としてある構成とするのが好ましい。
　この発明にあっては、係止凸部が係止凹部の口部へ挿入された後、枠体の自重により該
枠体を下方へ変位させることができるため、枠体の結合作業性をより一層高めることがで
きる。また、枠体を上方へ変位させ、係止凸部が抜け出る方向へ引張ることにより該枠体
を取外すことができるため、枠体を取外しての保守点検を簡易に行うことができる。
【００１２】
　また、本発明に係る表示装置は、前記係止凸部は、可撓性を有する構成とするのが好ま
しい。
　この発明にあっては、係止凸部を撓ませつつ係止凹部に挿入することにより、該係止凸
部の弾性復元力にて係止凹部に係止することができるため、換言すると係止凸部が係止凹
部に挿入される方向へ枠体を押すことにより、該枠体を結合することができるため、枠体
の結合作業性をより一層高めることができる。
【００１３】
　また、本発明に係るテレビ受像装置は、テレビ放送信号を受信する受信部を備え、該受
信部がテレビ放送信号を受信して前記表示面にテレビ画像を表示する上述した発明の表示
装置を含むことを特徴とする。
　この発明にあっては、テレビ放送信号を受信して表示面にテレビ画像を表示することが
できる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、表示部における表示面の周縁部を覆う枠体と対向する面に係止凹部が
設けられ、枠体に係止凸部が設けられているため、枠体を表示部と同等の大きさに形成す
ることが可能であり、枠体を狭幅とし、枠体をより一層小形化でき、ひいては表示装置、
テレビ受像装置をより一層小形化できる。また、表示部に対する表示装置全体を小形化で
きるため、薄型の表示装置の梱包箱を小形化できるとともに梱包材料を低減でき、表示装
置、テレビ受像装置のコストをより一層低減できる。
【００１５】
　また、本発明によれば、位置決め凸部及び位置決め凹部を位置合わせして表示部を枠体
内の適正位置に簡易に組込むことができ、しかも、アルミニウム製の辺部分が押出し成形
される際に、位置決め凸部又は位置決め凹部と係止凸部とを形成し得るため、位置決め凸
部又は位置決め凹部と係止凸部とを有し、剛性が高い枠体のコスト、ひいては表示装置の
コストを低減できる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】テレビ受像装置の概略構成を示す分解斜視図である。
【図２】液晶表示装置の概略構成を示す分解斜視図である。
【図３】本発明に係る表示装置の構成を示す縦断側面図である。
【図４】本発明に係る表示装置の表示部及び枠体の構成を示す分解斜視図である。
【図５】本発明に係る表示装置の表示部及び枠体の関係を示す分解した一部の断面図であ
る。
【図６】本発明に係る表示装置の他の構成を示す縦断側面図である。
【図７】本発明に係る表示装置の他の構成を示す縦断側面図である。
【図８】本発明に係る表示装置の他の構成を示す一部を省略した縦断側面図である。
【図９】本発明に係る表示装置の他の構成を示す一部を省略した分解斜視図である。
【図１０】本発明に係る表示装置の位置決め凹部と位置決め凸部との関係を示す模式的斜
視図である。
【図１１】本発明に係る表示装置の他の構成を示す一部を省略した縦断側面図である。
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【図１２】本発明に係る表示装置の他の構成を示す一部を省略した分解斜視図である。
【図１３】本発明に係る表示装置の位置決め凹部と位置決め凸部との関係を示す模式的斜
視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下本発明をその実施の形態を示す図面に基づいて詳述する。説明は、前側に表示面を
有し、略直方体をなす表示部を備える薄型の表示装置を例として説明する。表示装置はバ
ックライト部を含む液晶表示装置を搭載し、テレビ放送信号を受信する受信部を備え、該
受信部がテレビ放送信号を受信してテレビ画像を前記表示面に表示するテレビ受像装置を
含む。図１はテレビ受像装置の概略構成を示す分解斜視図、図２は液晶表示装置の概略構
成を示す分解斜視図である。
【００１８】
　テレビ受像装置は、液晶表示装置Ｂと、該液晶表示装置Ｂを挾むようにして収容する枠
体Ｃ及びカバーＤと、電源Ｅと、チューナＦと、スタンドＧとを備えて構成される。液晶
表示装置Ｂは、全体として横長の方形（矩形状）をなし、縦置き状態で枠体Ｃ及びカバー
Ｄ内に収容されている。この液晶表示装置Ｂは、図２に示すように、表示パネルである液
晶パネルＨと、外部光源であるバックライト部Ｊとを備え、液晶パネルＨ及びバックライ
ト部Ｊなどが枠状のベゼルなどの保持枠体Ｋ，Ｌにより一体的に保持され、パネルモジュ
ール（表示部）を構成するようになっている。
【００１９】
実施の形態１
　図３は本発明に係る表示装置の構成を示す縦断側面図、図４は表示部及び枠体の構成を
示す分解斜視図、図５は表示部及び枠体の関係を示す分解した一部の断面図である。
【００２０】
　この表示装置はテレビ画像を表示する表示面１ａを前側に有し、略直方体をなす表示部
１と、表示面１ａの周縁部を覆う枠体２と、表示部１の後側を覆うカバー３とを備え、枠
体２及びカバー３が表示部１の周縁部に結合されている薄型のテレビ受像装置である。
【００２１】
　表示部１は、前面及び後面に偏光板が接合され、略直方体をなす液晶の表示パネル１１
と、該表示パネル１１の周縁部を前後で保持する保持枠体１２，１３と、表示パネル１１
の後側に配され、側面から入光した光を一面から出光して表示パネル１１を照射する導光
板１４と、該導光板１４の前記側面に対向する光源としての複数の発光素子（図示せず）
と、導光板１４及び表示パネル１１の間に配されている複数枚の光学シート１５と、導光
板１４及び保持枠体１２，１３などを支持する支持体１６と、該支持体１６の後側に装着
された電源回路基板等の複数の回路基板とを有し、保持枠体１２，１３が支持体１６の周
縁部に保持されてパネルモジュールをなしている。
【００２２】
　表示パネル１１の前側に配されている前側の保持枠体１２は、表示パネル１１の周縁部
前面に対向する矩形の環板部１２ａ、及び該環板部１２ａの外周縁から後方へ延出され支
持体１６の周縁を覆う角筒部１２ｂを有する金属板製であり、成形されている。環板部１
２ａの上辺側、両側辺側で、内周縁及び外周縁間には前後に貫通する複数の孔１２ｃが周
方向に離隔して開設されている。上辺側の孔１２ｃは横方向に長い矩形をなし、両側辺側
の孔１２ｃは上下方向に長い矩形をなしている。また、環板部１２ａの内縁側後面には表
示パネル１１の周縁部を弾性的に受止める帯状の弾性体１７が貼付けられている。
【００２３】
　表示パネル１１の後側に配されている後側の保持枠体１３は、表示パネル１１の周縁部
後面及び環板部１２ａに対向する矩形の板状をなし、合成樹脂材にて成形されている。保
持枠体１３の前面には、内周縁から前方へ突出する内リブ１３ａ、外周縁から前方へ突出
する外リブ１３ｂ、内リブ１３ａ及び外リブ１３ｂ間で、表示パネル１１の周縁よりも外
側から前方へ突出する二つの中間リブ１３ｃ，１３ｄが一体に設けられている。
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【００２４】
　内リブ１３ａは低くて表示パネル１１の後面に対向しており、外リブ１３ｂ及び中間リ
ブ１３ｃ，１３ｄは高くて環板部１２ａの後面に接触している。内リブ１３ａ、外リブ１
３ｂ及び中間リブ１３ｃ，１３ｄは周方向に長い凸条であり、二つの中間リブ１３ｃ，１
３ｄ間の凹所１３ｅに孔１２ｃが開放され、凹所１３ｅの孔１２ｃに臨む部分と孔１２ｃ
とが係止凹部１８を構成している。係止凹部１８の孔１２ｃは後記する係止凸部が挿入さ
れる口部であり、凹所１３ｅは口部に挿入された係止凸部を表示面１ａに沿う方向へ変位
、換言すると下方へ変位させるための変位部である。
【００２５】
　内リブ１３ａ及び一方の中間リブ１３ｃ間の凹所には表示パネル１１の周縁部を弾性的
に受止める帯状の弾性体１９が貼付けられている。
【００２６】
　支持体１６は、金属板を略矩形に成形することにより全体が板状になっており、中央側
の後面に前記回路基板が装着されている。支持体１６の周縁部で、周方向へ離隔した複数
の位置には錐形の台座１６ａが突設され、該台座１６ａの中央部に開設されている取付孔
１６ｂに螺入される雄螺子４にてカバー３の周縁側が取付けられている。
【００２７】
　枠体２は、表示面１ａの周縁部と対向し、該周縁部を覆う矩形の板状をなし、外周縁か
ら後方へ延出され表示部１の周縁を覆う角筒部２１を有する合成樹脂製であり、成形され
ている。枠体２の後面で孔１２ｃと対向する箇所には、内外周縁間から後方へ突出する複
数の係止凸部２２が周方向に離隔して一体に設けられている。また、枠体２の内周部及び
角筒部２１の先端部には防塵用の環状のリブ２３，２１ａが設けられ、角筒部２１のリブ
２１ａの内側には帯状の弾性体２４が貼付けられている。
【００２８】
　係止凸部２２は、孔１２ｃの上下寸法よりも薄厚の基部２２ａ及び該基部２２ａの先端
から下方へ屈曲する爪部２２ｂを有し、表示部１の前方から係止凹部１８へ挿入可能な大
きさに形成され、係止凹部１８へ挿入された後、枠体２の自重にて係止凸部２２が下方へ
変位、ひいては枠体２自体が下方へ変位するように構成されている。また、係止凸部２２
は、枠体２の上辺側、両側辺側に爪部２２ｂが下向きとなるように設けられている。
【００２９】
　カバー３は、中央側が後方へ窪む浅皿状をなし、周縁側には取付孔１６ｂに対応する孔
３１が開設され、該孔３１及び取付孔１６ｂに螺入される雄螺子４によりカバー３が表示
部１の支持体１６に結合されている。カバー３の周縁は角筒部２１のリブ２１ａと前後に
対向して防埃するようになしてあるが、その他、角筒部２１の端縁と突合わされるように
なしてもよい。
【００３０】
　以上のように構成された表示装置の組立ては、スタンド等にて表示面１ａを立面として
配される表示部１の周縁部に、該表示部１の前方から枠体２が宛てがわれ、該枠体２に突
設されている係止凸部２２が、表示部１の係止凹部１８に挿入される。この挿入状態で枠
体２の自重により該枠体２が下方へ変位し、係止凸部２２が係止凹部１８に係止され、枠
体２が表示部１に結合される。
【００３１】
　枠体２が結合された縦姿勢の表示部１の後方からカバー３が支持体１６に宛てがわれ、
該カバー３の周縁側に開設されている孔３１から支持体１６の取付孔１６ｂへ雄螺子４が
螺入され、該雄螺子４にてカバー３が表示部１に固定される。
【００３２】
　表示部１の前側に結合される枠体２は、内外周縁間に突設された係止凸部２２が、表示
部１の周縁部を保持する保持枠体１２の内外周縁間に開設された係止凹部１８に挿入係止
されるため、表示面１ａの周縁部を覆う枠体２を狭幅にすることができ、狭枠体の表示装
置を形成することができる。
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【００３３】
　また、矩形をなす枠体２の上辺側及び両側辺側に係止凸部２２があり、枠体２の三辺部
分を表示部１に結合することができるため、枠体２の結合強度を高めることができる。
【００３４】
実施の形態２
　図６は本発明に係る表示装置の他の構成を示す縦断側面図である。この表示装置は、枠
体２の内外周縁間に突設される係止凸部２２を、可撓性を有する係止爪とし、係止凹部１
８への挿入時に係止爪が撓み、挿入後の弾性復元にて係止爪が係止凹部１８に係止される
ように構成したものである。
【００３５】
　係止爪は枠体２の上辺側及び両側辺側にあり、係止凹部１８は保持枠体１２の上辺側及
び両側辺側にあり、枠体２の三辺部分を表示部１に結合することができる。また、係止爪
が係止凹部１８に挿入された後の非変位状態で枠体２を結合することができるため、枠体
２のガタつきをなくすることができる。
　その他の構成及び作用は実施の形態１と同様であるため、同様の部品については同じ符
号を付し、その詳細な説明及び作用効果の説明を省略する。
【００３６】
実施の形態３
　図７は表示装置の他の構成を示す縦断側面図である。この表示装置は、略矩形をなす枠
体２の四辺側に係止凸部２２があり、係止凹部１８は保持枠体１３の四辺側にあり、枠体
２の四辺部分を表示部１に結合することができるように構成したものである。
【００３７】
　角筒部２１を有する枠体２は、上辺側及び両側辺側を有し、略アーチ形をなす上側分体
２ａと、下辺側を有する下側分体２ｂとに分断され、上側分体２ａの上辺側及び両側辺側
には爪部２２ｂが下向きとなるように複数の係止凸部２２が離隔して設けられ、下側分体
２ｂには爪部２２ｂが上向きとなるように複数の係止凸部２２が離隔して設けられている
。また、上側分体２ａの上辺側及び両側辺側の外縁部には筒部片が設けられ、下側分体２
ｂの外縁部には筒部片が設けられ、いずれも長手方向と交差する方向の断面は略Ｌ字形を
なしている。
【００３８】
　上側分体２ａ及び下側分体２ｂの一方の両端部には係合凸部が設けられ、該係合凸部に
係合することが可能な係合凹部が他方の両端部に設けられ、係合凹部が係合凸部に係合す
ることにより上側分体２ａ及び下側分体２ｂを結合することができるようになしてある。
【００３９】
　保持枠体１３の上辺側及び両側辺側に設けられる係止凹部１８は、孔１２ｃに挿入され
た係止凸部２２を下方へ変位させ得るように形成され、保持枠体１３の下辺側に設けられ
る係止凹部１８は、孔１２ｃに挿入された係止凸部２２を上方へ変位させ得るように形成
されている。
【００４０】
　表示装置が組立てられる場合、表示面１ａを立面として配される表示部１の周縁部に、
該表示部１の前方から上側分体２ａが宛てがわれ、該上側分体２ａに突設されている係止
凸部２２が、表示部１の係止凹部１８に挿入され、この挿入状態で上側分体２ａの自重に
より該上側分体２ａが下方へ変位し、係止凸部２２が係止凹部１８に係止され、上側分体
２ａが表示部１に結合される。また、表示部１の周縁部下側に、該表示部１の前方から下
側分体２ｂが宛てがわれ、該下側分体２ｂに突設されている係止凸部２２が、表示部１の
係止凹部１８に挿入され、この挿入状態で下側分体２ｂが上方へ移動され、係止凸部２２
が係止凹部１８に係止され、下側分体２ｂが表示部１に結合される。また、上側分体２ａ
及び下側分体２ｂは係合凸部及び係合凹部にて互いに結合される。このように枠体２の角
筒部２１を大形に形成することなく枠体２の四辺部分を表示部１に結合することができ、
枠体２の結合強度を高めることができるとともに、狭枠体の表示装置を形成することがで
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きる。尚、上側分体２ａ及び下側分体２ｂは、前記係合凸部及び係合凹部をなくし、カバ
ー３の周縁部に雄螺子等で固定することができるように構成してもよい。
　その他の構成及び作用は実施の形態１と同様であるため、同様の部品については同じ符
号を付し、その詳細な説明及び作用効果の説明を省略する。
【００４１】
実施の形態４
　図８は本発明に係る表示装置の他の構成を示す一部を省略した縦断側面図、図９は表示
装置の他の構成を示す一部を省略した分解斜視図、図１０は位置決め凹部と位置決め凸部
との関係を示す模式的斜視図である。この表示装置は、矩形をなす枠体２の上辺部分２ａ
、下辺部分、二つの側辺部分を、押出し成形されたアルミニウム製とし、隣合う二つの辺
部分の端部同士を連結体にて連結し、上辺部分２ａ及び下辺部分に、表示部１の枠体２に
対する位置を決めるための位置決め凹部５を設け、該位置決め凹部５に対応する位置決め
凸部６を表示部１の保持枠体１２に設けたものである。
【００４２】
　表示部１は略直方体をなし、表示パネル１１、保持枠体１２，１３を有し、パネルモジ
ュールをなしている。保持枠体１２における環板部１２ａの上辺側１２ｄには、前後に貫
通し、係止凹部１８の口部を構成する孔１２ｃと、前方へ突出し横方向に長い位置決め凸
部６とが設けられている。環板部１２ａの下辺側には、前方へ突出し横方向に長い位置決
め凸部６が設けられている。孔１２ｃは環板部１２ａの内周縁側に開設されており、位置
決め凸部６は環板部１２ａの外周縁側に突設されている。環板部１２ａにおける上辺側１
２ｄ及び下辺側の外周縁側には位置決め凸部６よりも広幅の凸条台部６ａが一体に設けら
れ、該凸条台部６ａに位置決め凸部６が一体に設けられている。
【００４３】
　枠体２は、上下に対向し、断面略Ｌ字形をなす上辺部分２ａ、下辺部分と、横方向に対
向し、断面略Ｌ字形をなす二つの側辺部分とを有し、Ｌ字の一辺が、保持枠体１２の環板
部１２ａと対向している。上辺部分２ａには後方へ突出し、係止凹部１８に対応する係止
凸部２２と、前方へ窪み横方向に長い位置決め凹部５とが設けられている。下辺部分には
、前方へ窪み横方向に長い位置決め凹部５が設けられている。係止凸部２２は上辺部分２
ａの内縁側に突設されており、位置決め凹部５は上辺部分２ａ及び下辺部分の外縁側に設
けられている。位置決め凹部５は、係止凸部２２が係止凹部１８内で下方へ変位する変位
量だけ位置決め凸部６よりも広幅に形成され、上方方向及び横方向への位置を決めること
ができるように構成されている。
【００４４】
　表示装置が組立てられる場合、表示面１ａを立面として配される表示部１の周縁部に、
該表示部１の前方から枠体２が宛てがわれる。この際、枠体２の上辺部分２ａ及び下辺部
分には、横長の位置決め凹部５があり、表示部１における保持枠体１２の上辺側１２ｄ及
び下辺側には位置決め凹部５に対応する位置決め凸部６があるため、位置決め凹部５と位
置決め凸部６とを嵌め合わせることにより、枠体２及び表示部１を適正な位置に位置合わ
せすることができる。また、枠体２の上辺部分２ａには係止凸部２２があり、表示部１に
おける保持枠体１２の上辺側１２ｄには係止凸部２２に対応する係止凹部１８があるため
、位置決め凹部５と位置決め凸部６とが嵌め合わされるとき、係止凸部２２が係止凹部１
８に挿入される。この際、位置決め凹部５は、係止凸部２２が係止凹部１８内で下方へ変
位する変位量だけ位置決め凸部６よりも広幅に形成されているため、係止凸部２２が係止
凹部１８に挿入されている状態で枠体２の自重により該枠体２が下方へ変位し、係止凸部
２２が係止凹部１８に係止され、枠体２が表示部１に結合されるとともに、位置決め凹部
５と位置決め凸部６とが係合し、正確に位置決めされる。
【００４５】
　以上のように枠体２に設けられている位置決め凹部５と、保持枠体１２に一体に設けら
れている位置決め凸部６とを嵌め合わせることにより、枠体２及び表示部１を適正な位置
に位置合わせすることができるため別個の位置決め部材を枠体２に殊更設けることなく、
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表示部１の適正位置への組込みを簡易に行うことができ、しかも、位置決めを行う操作で
係止凸部２２を係止凹部１８に挿入することができ、枠体２を表示部１に結合することが
できるため、表示装置の組立て作業性を高めることができ、表示装置のコストを低減でき
る。また、枠体２は、押出し成形されたアルミニウム製であるため、枠体２の剛性を高め
ることができ、この剛性が高い枠体２の辺部分が押出し成形される際に位置決め凹部５が
形成されるため、位置決め凹部５の加工を殊更行う必要がなく、また、別個の位置決め体
を枠体２に殊更設ける必要がなく、位置決め凹部５を有する枠体２、ひいては表示装置の
コストをより一層低減できる。
　その他の構成及び作用は実施の形態１と同様であるため、同様の部品については同じ符
号を付し、その詳細な説明及び作用効果の説明を省略する。
【００４６】
実施の形態５
　図１１は本発明に係る表示装置の他の構成を示す一部を省略した縦断側面図、図１２は
表示装置の他の構成を示す一部を省略した分解斜視図、図１３は位置決め凹部と位置決め
凸部との関係を示す模式的斜視図である。この表示装置は実施の形態４と基本的に同じ構
成であり、位置決め凹部５を表示部１の保持枠体１２に設け、位置決め凹部５に対応する
位置決め凸部６を枠体２に一体に設けたものである。
【００４７】
　保持枠体１２における環板部１２ａの上辺側１２ｄには、前後に貫通し係止凹部１８の
口部を構成する孔１２ｃと、後方へ窪み横方向に長い位置決め凹部５とが設けられている
。環板部１２ａの下辺側には、後方へ窪み横方向に長い位置決め凹部５が設けられている
。孔１２ｃは環板部１２ａの内周縁側に開設されており、位置決め凹部５は環板部１２ａ
の外周縁側に設けられている。位置決め凹部５は、係止凸部２２が係止凹部１８内で下方
へ変位する変位量だけ位置決め凸部６よりも広幅に形成され、上下方向及び横方向への位
置を決めることができるように構成されている。
【００４８】
　押出し成形されたアルミニウム製の四つの辺部分を有する枠体２の上辺部分２ａには、
後方へ突出し、係止凹部１８に対応する係止凸部２２と、後方へ突出し横方向に長い位置
決め凸部６とが一体に設けられている。下辺部分には、後方へ突出し横方向に長い位置決
め凸部６が設けられている。係止凸部２２は上辺部分２ａの内縁側に突設されており、位
置決め凸部６は上辺部分２ａ及び下辺部分の外縁側に設けられている。
【００４９】
　表示装置が組立てられる場合、表示面１ａを立面として配される表示部１の周縁部に、
該表示部１の前方から枠体２が宛てがわれる。この際、枠体２の上辺部分２ａ及び下辺部
分には、横長の位置決め凸部６があり、表示部１における保持枠体１２の上辺側１２ｄ及
び下辺側には位置決め凸部６に対応する位置決め凹部５があるため、位置決め凸部６と位
置決め凹部５とを嵌め合わせることにより、枠体２及び表示部１を適正な位置に位置合わ
せすることができる。また、枠体２の上辺部分２ａには係止凸部２２があり、表示部１に
おける保持枠体１２の上辺側１２ｄには係止凸部２２に対応する係止凹部１８があるため
、位置決め凸部６と位置決め凹部５とが嵌め合わされるとき、係止凸部２２が係止凹部１
８に挿入される。この際、位置決め凹部５は、係止凸部２２が係止凹部１８内で下方へ変
位する変位量だけ位置決め凸部６よりも広幅に形成されているため、係止凸部２２が係止
凹部１８に挿入されている状態で枠体２の自重により該枠体２が下方へ変位し、係止凸部
２２が係止凹部１８に係止され、枠体２が表示部１に結合されるとともに、位置決め凹部
５と位置決め凸部６とが係合し、正確に位置決めされる。
【００５０】
　以上のように枠体２に一体に設けられている位置決め凸部６と、保持枠体１２に設けら
れている位置決め凹部５とを嵌め合わせることにより、枠体２及び表示部１を適正な位置
に位置合わせすることができるため別個の位置決め部材を枠体２に殊更設けることなく、
表示部１の適正位置への組込みを簡易に行うことができ、しかも、位置決めを行う操作で
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係止凸部２２を係止凹部１８に挿入することができ、枠体２を表示部１に結合することが
できるため、表示装置の組立て作業性を高めることができ、表示装置のコストを低減でき
る。また、枠体２は、押出し成形されたアルミニウム製であるため、枠体２の剛性を高め
ることができ、この剛性が高い枠体２の辺部分が押出し成形される際に位置決め凸部６及
び係止凸部６の凸条素体が形成され、該凸条素体の長手方向中間部を切除することにより
係止凸部２２が形成されるため、位置決め凸部６の加工を殊更行う必要がなく、また、別
個の位置決め体を枠体２に殊更設ける必要がなく、凸条素体に切除加工を行うだけで、位
置決め凸部６及び係止凸部２２を有する枠体２、ひいては表示装置のコストをより一層低
減できる。
　その他の構成及び作用は実施の形態１、４と同様であるため、同様の部品については同
じ符号を付し、その詳細な説明及び作用効果の説明を省略する。
【００５１】
　尚、以上説明した実施の形態では、表示パネル１１の後方に直下方式のバックライト部
を配してある表示部１を備える構成としたが、その他、表示パネル１１の後方にエッジラ
イト方式のバックライト部を配してある表示部１を備える構成としてもよく、表示部１の
構成は特に制限されない。
【００５２】
　また、以上説明した実施の形態では、略矩形をなす枠体２の三辺側又は四辺側に係止凸
部２２が設けられている構成としたが、その他、係止凸部２２は枠体２の二辺側、又は少
なくとも上辺側に設けられている構成としてもよい。
【００５３】
　また、以上説明した実施の形態では、表示部１の周縁を覆う角筒部２１を有する枠体２
を備える構成としたが、その他、枠体２は、角筒部２１がなく、表示面１ａの周縁部を覆
う板状であってもよい。この場合、カバー３の周縁部にて表示部１の周縁を覆い、カバー
３の周縁が枠体２の周縁部後面と対向するように構成する。
【００５４】
　また、以上説明した実施の形態では、表示部１が液晶の表示パネル１１を有する表示装
置（及びテレビ受像装置）としたが、その他、表示部１がプラズマの表示パネルを有する
表示装置（及びテレビ受像装置）であってもよく、表示装置（及びテレビ受像装置）の構
成は特に制限されない。
【００５５】
　また、以上説明した実施の形態では、枠体２の上辺部分２ａ及び下辺部分と、表示部１
における保持枠体１２の上辺側１２ｄ及び下辺側に位置決め凹部５又は位置決め凸部６を
設けたが、その他、位置決め凹部５及び位置決め凸部６は、枠体２の上辺部分２ａ及び両
側辺部分と、保持枠体１２の上辺側１２ｄ及び両側辺側とに設けてもよいし、また、枠体
２の両側辺部分と、保持枠体１２の両側辺側とに設けてもよいし、また、四つの辺側に設
けてもよく、少なくとも一辺側に設ければよいのであり、その配設箇所は特に制限されな
い。尚、隣合う辺側に設ける場合の位置決め凹部５及び位置決め凸部６は、一体に連なる
形態であってもよいし、長手方向に離隔した形態であってもよい。また、側辺側に設ける
位置決め凹部５及び位置決め凸部６は上下方向に長くなっており、また、位置決め凹部５
は、係止凸部２２が係止凹部１８内で下方へ変位する変位量だけ位置決め凸部６よりも長
い長さに形成され、上下方向及び横方向への位置を決めることができるように構成される
。
【００５６】
　また、以上説明した実施の形態では、横方向又は上下方向に長い位置決め凹部５及び位
置決め凸部６としたが、その他、位置決め凹部５及び位置決め凸部６は、長孔形、丸孔形
、断面が長円の柱形、断面が丸の柱形であってもよく、また、一箇所に設けられる他、辺
の長手方向に離隔した複数箇所に設けられてもよく、位置決め凹部５及び位置決め凸部６
の形状、個数は特に制限されない。
【００５７】
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　また、以上説明した実施の形態４、５は、係止凸部２２及び係止凹部１８と、位置決め
凹部５及び位置決め凸部６とを有する構成としたが、その他、係止凸部２２及び係止凹部
１８がなく、位置決め凹部５及び位置決め凸部６を有する構成としてもよい。この場合に
おいても、位置決め体を枠体２に殊更設ける必要がなく、位置決め凸部６及び位置決め凹
部５を位置合わせして表示部１を枠体２に組込むことができ、表示部１の適正位置への組
込みを簡易に行うことができる。また、係止凸部２２及び係止凹部１８に代えて、例えば
保持枠体１２の後面周縁部、支持体１６の後面周縁部、カバー３の周縁部のいずれかに係
止される係止片が枠体２に設けられる。
【００５８】
　また、本発明に係る実施の形態１乃至５は、実施の形態１乃至５のうち、複数の形態を
組み合わせた構成としてもよい。
【符号の説明】
【００５９】
　１　　表示部
　１ａ　表示面
　１２　保持枠体
　１８　係止凹部
　１２ｃ　孔（口部）
　１３ｅ　凹所（偏倚部）
　２　　枠体
　２ａ　上辺部分（一辺部分）
　２２　係止凸部
　５　　位置決め凹部
　６　　位置決め凸部

【図１】 【図２】
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